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評価コメント 

 研究代表者はこれまでに、マウスを用いた大規模なフォワードジェネティックスを行い、リン酸化

酵素Sik3、陽イオンチャネルNalcnを発見した。本研究は、スクリーニングを推し進めることによって

睡眠覚醒を制御する新規遺伝子のさらなる同定を目指すとともに、既に発見されたSIK3やNALCNタ

ンパク質が睡眠覚醒を制御するシグナル伝達機構の解明を図ることを目的としている。 
 大規模スクリーニングは順調に進行しており、睡眠覚醒障害を示す新たな変異体が既に複数系統同

定されている。SIK3シグナリングについては、SIK3のリン酸化活性が睡眠必要量と相関することやリ

ン酸化基質候補の同定が進んでいる。また神経細胞特異的にSleepy変異を導入したマウスの解析によ

り、睡眠必要量を規定する細胞群候補の解明も進んできた。同様に、NALCNについても神経細胞特異

的変異マウスの解析によって、レム睡眠を制御する神経細胞群の同定が進行している。 
 本研究の最終的な目標は、新規遺伝子の発見のみでなく、発見された遺伝子産物がどのように機能

して睡眠覚醒を制御するのかを解明することにあり、その達成を期待する。 
 
 
 

  

  


